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人口と世帯
平成21年3月末現在

各課への直通電話がございます。
山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前号との比

総　 務　 課
産業情報課
企画情報センター
税　 務　 課
健康福祉課
会　 計 　室
建　 設　 課
議会事務局
教育委員会
歴史資料館

23-3111
23-3113
23-3112
23-5692
23-3978
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,920人（－18)

　男　　1,850人（－13)

　女　　2,070人（－  5)

世帯数　1,250戸（－  1)

■P４～８　特集～ケーブルテレビについてお答えします！～

■P９～13　村内トピックス

■P14～15　お知らせ
　　　　　　むらの動き

た　　びと　　き

山江村の情報はこちらから 山江村公式ホームページ　http://www.vill.yamae.lg.jp
やまえ村民てれび　         http://ystv.vill.yamae.lg.jp

　一級河川西川内川災害関連事業は、昭和52年

度から抜本的改修に入り、昭和54年までの三カ

年間、延長2,163メートル橋梁架替及び新設五

橋、総事業費346,949千円の巨費を投じ本年度

完工の予定である。

　西川内川というと大雨毎に発生する災害で、村

民の皆様には記憶にあることと思います。

　大雨が降ると、消防団、地権者の方々は、土の

う、クイ、カケヤ番線をもって「スワッー西川内

川」というように、災害というと西川内川の氾濫という程有名であった。

　相当以前から西川内川改修の問題は、地権者をはじめ、村も県及び建設省へ改修の陳情を重ねて参りま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ～記事より抜粋～

春の食材
　春の食材と言えば、筍（たけのこ）もそのひとつで
す。種類は多く、中でも孟宗（もうそう）竹・はちく・
こさん竹などがお馴染みです。硬い部分、柔らかい部分
使いみちは様々で煮しめ・筍ご飯・若竹のお吸い物・味
噌汁・酢味噌和え・天ぷらなどなど筍料理はこの季節が
とても美味しくいただけます。食物繊維が豊富で、便秘
の予防・解消、大腸がんの予防、ｺﾚｽﾃﾛｰﾙの排出にも効
果的だといわれます。たけのこが出回るこの時期に美味
しくいただいて元気な生活を送りましょう。

エネルギー：74kcal 　塩分：１.5ｇ
食物繊維：3.3ｇ １、鍋に茹で筍と出し汁を入れ、火にかけ煮立った

ら酒・さとうを加え弱火で約１０分煮てからみり
ん・薄口醤油・塩を加え約１５分煮る。

２、煮汁が少なくなってきたらかつお節を加え筍に
絡め火を止める。

３、器に盛り付け、木の芽を添える。

4月号2009
NO.226

ＡＰＲＩＬ

やまえ広報第60号（昭和54年5月20日発行）から

西川内川改修着々と
総事業費347百万円
実った用地提供者の理解

たけのこの土佐煮　

★材料（４人分）　分　量
茹でたけのこ　　 ４００ｇ
出　し　汁　　　 ２カップ
酒　　　　　　　 大さじ２
砂　　　糖　　　 大さじ２
み　り　ん　　　 大さじ２
薄 口 醤 油　　　 大さじ２
花 か つ お　　　 小２（１０ｇ）
木　の　芽　　　 少々

田舎で働き隊の一コマ。村内さんの栗園の作業を手伝いました。
詳しい内容は５ページに掲載
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【
歳　

入
】

　

国
は
、「
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊

急
対
策
」
に
基
づ
き
雇
用
創
出
等

を
図
る
と
と
も
に
「
生
活
者
の
暮

ら
し
の
安
心
」
や
「
地
方
の
底
力

の
発
揮
」
に
向
け
た
事
業
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、

地
方
交
付
税
を
１
兆
円
増
額
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は
増
額
の
見
込
み
で
あ
る
が
、

多
様
化
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
対

応
す
る
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
財
政
調
整
基
金
及
び
減
債

基
金
を
取
り
崩
し
、
予
算
編
成
を

行
い
ま
し
た
。

【
歳　

出
】

　

総
務
費
関
係
に
お
い
て
は
、本
年

度
は
、衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
実
施

さ
れ
る
た
め
、選
挙
に
係
る
経
費
を

予
算
化
し
ま
し
た
。ま
た
、今
般
の

雇
用
情
勢
に
鑑
み
、県
が
設
置
し
た

緊
急
雇
用
創
出
基
金
及
び
ふ
る
さ

と
雇
用
再
生
特
別
基
金
を
活
用
し
、

雇
用
対
策
に
係
る
経
費
を
予
算
化

し
ま
し
た
。

　

民
生
費
関
係
に
お
い
て
は
、障
害

者
福
祉
や
老
人
福
祉
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
福
祉
費
及
び
児
童
手
当

や
保
育
所
措
置
費
等
を
含
む
児
童

福
祉
費
の
予
算
化
に
加
え
、昨
年
に

引
き
続
き
、高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
事
業
に
係
る
経
費
を
予
算
化
し

ま
し
た
。

　

衛
生
費
関
係
に
お
い
て
は
、福
祉

の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、こ
れ
ま

で
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し

て
い
た
医
療
費
助
成
を
小
学
生
ま

で
に
拡
充
し
、す
こ
や
か
子
ど
も
医

療
費
助
成
と
し
て
予
算
化
し
ま
し

た
。

　

農
林
水
産
業
費
に
お
い
て
は
、昨

年
に
引
き
続
き
、集
落
ま
た
は
加
工

グ
ル
ー
プ
で
生
産
す
る
農
林
産
物

加
工
施
設
の
整
備
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
小
さ
な
産
業
づ
く

り
事
業
を
予
算
化
し
ま
し
た
。ま

た
、サ
ル
や
シ
カ
な
ど
か
ら
農
林
産

物
を
保
護
す
る
た
め
策
定
し
た
山

江
村
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ

き
、鳥
獣
捕
獲
の
強
化
や
侵
入
防
護

柵
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
予
算

化
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
関
係
に
お
い
て
は
、地

域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
を
活
用

し
、村
道
山
江
錦
線
舗
装
工
事
及
び

村
道
日
向
瀬
小
山
田
線
道
路
改
良

工
事
に
つ
い
て
、計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。ま

た
、昨
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い

る
村
営
住
宅
井
出
ノ
口
団
地
の
本

体
建
築
工
事
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
関
係
に
お
い
て
は
、小
学

校
や
中
学
校
の
教
育
に
係
る
経
費

を
予
算
化
し
た
こ
と
に
加
え
、老
朽

化
し
た
社
会
体
育
プ
ー
ル
を
安
全

に
利
用
す
る
た
め
、改
修
に
係
る
経

費
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

24億8.100万円

村債
 2億3,440万円

議会費
 5,345万7千円

教育費
 1億4,988万8千円

災害復旧費
 70万円

総務費
 4億8,166万6千円

民生費
 4億5,924万1千円

農林水産業費
 3億1,918万5千円

国庫支出金
 1億9,426万8千円

県支出金
 1億9,672万5千円

歳　出

24億8,100万円
歳　入

その他使用料・財産収入等
 2億1,500万円

予備費
 1,190万7千円

商工費
 1,483万6千円

衛生費
 2億9,933万8千円

土木費
 2億4,094万円
土木費
 2億4,094万円

消防費
 1億63万9千円

公債費
 3億4,920万3千円

地方譲与税等交付金
 1億939万円

村税
 2億121万円7千円

地方交付税
 13億3,000万円

4億9,300万円
300万円

3億3,600万円
1億6,600万円
2億9,700万円
3,200万円

13億2,700万円

対前年度比特別会計当初予算額
△6.27％
△92.86％
△33.20％
△1.78％
11.24％
△5.88％
△13.89％

国民健康保険事業
老人保健医療事業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療事業

計

38 千円
61 千円
89 千円
117 千円
76 千円
81 千円
4 千円

149 千円
18 千円

１年間に村民１人に使われるお金は

約 633,000円です。《一般会計》

村民１人当たりが
負担する税額は51,331円です。

人口３月31日現在  　3,920人

教育や文化の振興に（教育費）
道路･公営住宅の整備に（土木費）
借入金の返済に（公債費） 
福祉の向上や健康づくり（民生費）
環境保全などに（衛生費） 
農林水産業の振興に（農林水産業費）
商工業の振興や雇用創出に（商工費）
地域の振興や防災対策に（総務費･消防費）
その他 

　

平
成
21
年
度
当
初
予
算
の
概
要

20,137円
25,260円
2,524円
3,316円
94円

住民税
固定資産税
軽自動車税
たばこ税
入湯税

新年度予算
（一般会計24億8,100万円）を
年収240万円の
（月収20万円）
家計に例えると…

預
金
17
万
円（
繰
入
金
）

借
金
22.7
万
円（
村
債
）

給
料
・
パ
ー
ト
代
26
万
円（
村
税
）

保
険
・
医
療
費
73.4
万
円

（
民
生
費
・
衛
生
費
）

家
の
増
改
築
な
ど
23.4
万
円

（
土
木
費
・
災
害
復
旧
費
）

子
供
の
学
資
な
ど
14.5
万
円

（
教
育
費
）

親
か
ら
の
仕
送
り

１
７
４
．３
万
円

（
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
）

▲

  収入  ▲

▲

  支出  ▲

【収入】
240万円【支出】

240万円

パート収入
（使用料・手数料・負担金など）
６.5万円

給料（村税）
19.5万円

ローン借入れ（村債）
22.7万円

預金引き出しなど
（繰入金・諸収入など）
17万円

親からの仕送り
（地方交付税・国県支出金など）
174.3万円

保険・医療代など
（民生費・衛生費）
73.4万円

保険・医療代など
（民生費・衛生費）
73.4万円

家の増改築など
（土木費・災害復旧費）
23.4万円

子供の学資など（教育費） 
14.5万円

食費など
（農林水産業費）
30.9万円

水道光熱費など
（総務費）
46.6万円

水道光熱費など
（総務費）
46.6万円

観光・研修など
（商工費）
1.4万円

ローン返済（公債費） 
33.8万円

その他
（議会費・消防費・予備費）
16万円
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【
歳　

入
】

　

国
は
、「
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊

急
対
策
」
に
基
づ
き
雇
用
創
出
等

を
図
る
と
と
も
に
「
生
活
者
の
暮

ら
し
の
安
心
」
や
「
地
方
の
底
力

の
発
揮
」
に
向
け
た
事
業
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、

地
方
交
付
税
を
１
兆
円
増
額
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は
増
額
の
見
込
み
で
あ
る
が
、

多
様
化
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
対

応
す
る
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
財
政
調
整
基
金
及
び
減
債

基
金
を
取
り
崩
し
、
予
算
編
成
を

行
い
ま
し
た
。

【
歳　

出
】

　

総
務
費
関
係
に
お
い
て
は
、本
年

度
は
、衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
実
施

さ
れ
る
た
め
、選
挙
に
係
る
経
費
を

予
算
化
し
ま
し
た
。ま
た
、今
般
の

雇
用
情
勢
に
鑑
み
、県
が
設
置
し
た

緊
急
雇
用
創
出
基
金
及
び
ふ
る
さ

と
雇
用
再
生
特
別
基
金
を
活
用
し
、

雇
用
対
策
に
係
る
経
費
を
予
算
化

し
ま
し
た
。

　

民
生
費
関
係
に
お
い
て
は
、障
害

者
福
祉
や
老
人
福
祉
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
福
祉
費
及
び
児
童
手
当

や
保
育
所
措
置
費
等
を
含
む
児
童

福
祉
費
の
予
算
化
に
加
え
、昨
年
に

引
き
続
き
、高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
事
業
に
係
る
経
費
を
予
算
化
し

ま
し
た
。

　

衛
生
費
関
係
に
お
い
て
は
、福
祉

の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、こ
れ
ま

で
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し

て
い
た
医
療
費
助
成
を
小
学
生
ま

で
に
拡
充
し
、す
こ
や
か
子
ど
も
医

療
費
助
成
と
し
て
予
算
化
し
ま
し

た
。

　

農
林
水
産
業
費
に
お
い
て
は
、昨

年
に
引
き
続
き
、集
落
ま
た
は
加
工

グ
ル
ー
プ
で
生
産
す
る
農
林
産
物

加
工
施
設
の
整
備
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
小
さ
な
産
業
づ
く

り
事
業
を
予
算
化
し
ま
し
た
。ま

た
、サ
ル
や
シ
カ
な
ど
か
ら
農
林
産

物
を
保
護
す
る
た
め
策
定
し
た
山

江
村
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ

き
、鳥
獣
捕
獲
の
強
化
や
侵
入
防
護

柵
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
予
算

化
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
関
係
に
お
い
て
は
、地

域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
を
活
用

し
、村
道
山
江
錦
線
舗
装
工
事
及
び

村
道
日
向
瀬
小
山
田
線
道
路
改
良

工
事
に
つ
い
て
、計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。ま

た
、昨
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い

る
村
営
住
宅
井
出
ノ
口
団
地
の
本

体
建
築
工
事
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
関
係
に
お
い
て
は
、小
学

校
や
中
学
校
の
教
育
に
係
る
経
費

を
予
算
化
し
た
こ
と
に
加
え
、老
朽

化
し
た
社
会
体
育
プ
ー
ル
を
安
全

に
利
用
す
る
た
め
、改
修
に
係
る
経

費
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

24億8.100万円

村債
 2億3,440万円

議会費
 5,345万7千円

教育費
 1億4,988万8千円

災害復旧費
 70万円

総務費
 4億8,166万6千円

民生費
 4億5,924万1千円

農林水産業費
 3億1,918万5千円

国庫支出金
 1億9,426万8千円

県支出金
 1億9,672万5千円

歳　出

24億8,100万円
歳　入

その他使用料・財産収入等
 2億1,500万円

予備費
 1,190万7千円

商工費
 1,483万6千円

衛生費
 2億9,933万8千円

土木費
 2億4,094万円
土木費
 2億4,094万円

消防費
 1億63万9千円

公債費
 3億4,920万3千円

地方譲与税等交付金
 1億939万円

村税
 2億121万円7千円

地方交付税
 13億3,000万円

4億9,300万円
300万円

3億3,600万円
1億6,600万円
2億9,700万円
3,200万円

13億2,700万円

対前年度比特別会計当初予算額
△6.27％
△92.86％
△33.20％
△1.78％
11.24％
△5.88％
△13.89％

国民健康保険事業
老人保健医療事業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療事業

計

38 千円
61 千円
89 千円
117 千円
76 千円
81 千円
4 千円

149 千円
18 千円

１年間に村民１人に使われるお金は

約 633,000円です。《一般会計》

村民１人当たりが
負担する税額は51,331円です。

人口３月31日現在  　3,920人

教育や文化の振興に（教育費）
道路･公営住宅の整備に（土木費）
借入金の返済に（公債費） 
福祉の向上や健康づくり（民生費）
環境保全などに（衛生費） 
農林水産業の振興に（農林水産業費）
商工業の振興や雇用創出に（商工費）
地域の振興や防災対策に（総務費･消防費）
その他 

　

平
成
21
年
度
当
初
予
算
の
概
要

20,137円
25,260円
2,524円
3,316円
94円

住民税
固定資産税
軽自動車税
たばこ税
入湯税

新年度予算
（一般会計24億8,100万円）を
年収240万円の
（月収20万円）
家計に例えると…

預
金
17
万
円（
繰
入
金
）

借
金
22.7
万
円（
村
債
）

給
料
・
パ
ー
ト
代
26
万
円（
村
税
）

保
険
・
医
療
費
73.4
万
円

（
民
生
費
・
衛
生
費
）

家
の
増
改
築
な
ど
23.4
万
円

（
土
木
費
・
災
害
復
旧
費
）

子
供
の
学
資
な
ど
14.5
万
円

（
教
育
費
）

親
か
ら
の
仕
送
り

１
７
４
．３
万
円

（
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
）

▲

  収入  ▲

▲

  支出  ▲

【収入】
240万円【支出】

240万円

パート収入
（使用料・手数料・負担金など）
６.5万円

給料（村税）
19.5万円

ローン借入れ（村債）
22.7万円

預金引き出しなど
（繰入金・諸収入など）
17万円

親からの仕送り
（地方交付税・国県支出金など）
174.3万円

保険・医療代など
（民生費・衛生費）
73.4万円

保険・医療代など
（民生費・衛生費）
73.4万円

家の増改築など
（土木費・災害復旧費）
23.4万円

子供の学資など（教育費） 
14.5万円

食費など
（農林水産業費）
30.9万円

水道光熱費など
（総務費）
46.6万円

水道光熱費など
（総務費）
46.6万円

観光・研修など
（商工費）
1.4万円

ローン返済（公債費） 
33.8万円

その他
（議会費・消防費・予備費）
16万円
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　去る３月１５日（日）に山江村体育館において村制施行１２０周年を記念し、「山江村の暮らしを考えるシン
ポジウム」を開催しました。
　当日は球磨郡町村会長、球磨地域振興局長、熊本丸岡会々長、各種団体の代表の皆様を始め、村内外より約
２５０名の方にご臨席いただきました。
　まず行われた記念式典では、犬童忠利元山江村長ほか７名の自治功労者表彰、内山村長の式辞、田村四郎村
議会議長のご挨拶、来賓の成尾政紀球磨郡町村会長、田村多利熊本丸岡会々長よりご祝辞をいただき、全国丸
岡会からふるさと応援寄附を、山江村婦人会からは桜の苗木を贈呈いただきました。
　また、シンポジウムでは「時代に対応したふるさとづくりと新たな過疎対策」と題して早稲田大学教育・総
合科学学術院の宮口侗廸 ( としみち ) 教授よりご講演いただき、宮口教授をコメンテーターに、内山村長、九州
のムラ市場の丸岡克之代表、「ほたるの荘」入居者であるフリーライターの米倉治美氏、山江村商工会の藤川晃
司経営指導員によるパネルディスカッションが行われました。
　会場では、山江保育園園児によるアトラクションや山江村青年団の活動ビデオが上映され、NPO 法人かちゃ
リンクやまえが作成した「昭和のかるた」の原画展、山江村商工会が取り組んだ「山江村の宝物全国展開事業」
の新しい商品も併せて展示されました。
　来賓の方をはじめ皆様にはご多忙中にもかかわらずご臨席いただき誠にありがとうございました。

○受賞者名簿
氏　　　名 役職等
犬 童　忠 利 元山江村長

西　　茂 元山江村議会議長
中 山 　休 〃

上 村　 通 生 〃
前 村　 源 次 〃

西 川　 武 元山江村消防団長
入 口　 護 〃

谷 口　 龍 生 医療法人 蘇春堂 総院長
（お知らせ）

　贈呈いただいた桜の苗木は３月１９
日に婦人会の方と丸岡公園へ植樹しま
した。

シンポジウムの様子

新しい山江村の第一歩！
～山江村制施行１２０周年記念「山江村の暮らしを

考えるシンポジウム」開催！～

平
成
21
年

　
　
経
済
サ
イ
エ
ン
ス

基
礎
調
査

　

７
月
１
日
に
、
平
成
21
年
経
済

セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企

業
が
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
も
れ
な
く
調
査
票
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
記
入
い
た
だ
い

た
調
査
票
は
、
厳
重
に
保
管
し
、

集
計
が
完
了
し
た
後
は
溶
解
処
分

す
る
な
ど
、
情
報
の
保
護
に
は
万

全
を
期
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。統

計
調
査
員

募
集
!!

　

村
で
は
、
統
計
法
に
基
づ
く
指

定
統
計
調
査（
国
勢
調
査
や
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
な
ど
）
で
、
統
計

調
査
員
と
し
て
活
動
い
た
だ
け
る

方
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

統
計
調
査
員
の
仕
事
を
希
望
す
る

方
は
、
役
場
総
務
課
企
画
調
整
係

（
℡　

２
３-

３
１
１
１
）
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。



広報やまえ　平成 21 年 4 月　第 226 号5

研修生思い々の山江ポスター

マロンテレビに出演

マリノアシティで販売民泊での作業に汗をかく物産館での加工作業

別れには感動がこみ上げる

　

３
月
の
23
日
か
ら
29
日
ま
で
、

都
市
の
人
に
山
江
村
で
働
い
て
も

ら
い
、
農
村
を
体
感
し
て
も
ら
お

う
と
、『
山
江
村
「
田
舎
で
働
き

隊
！
」』
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ち
ゃ

リ
ン
ク
や
ま
え
と
山
江
村
の
共
催

の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
農
林
水
産
省
の
農

林
活
性
化
人
材
育
成
派
遣
支
援
モ

デ
ル
事
業
の
支
援
の
も
と
実
施
さ

れ
た
事
業
で
あ
り
、
担
い
手
不
足

で
悩
む
農
村
と
、
都
会
で
農
村
の

活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
る

若
者
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
山
江
村
に
は
８
名
の
研

修
生
が
来
村
。
物
産
館
栗
出
荷
部

会
長
の
栗
園
で
の
農
作
業
や
、
物

産
館
で
の
栗
ま
ん
じ
ゅ
う
加
工
、

民
泊
し
た
家
庭
で
の
農
作
業
を
体

感
し
、
一
週
間
の
滞
在
期
間
で
感

じ
た
こ
と
を
山
江
村
流
情
報
発
信

と
し
て
Ｖ
Ｔ
Ｒ
に
編
集
し
、
村
民

と
の
収
録
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
福
岡
の
マ
リ
ノ
ア

シ
テ
ィ
で
研
修
生
が
作
っ
た
栗
ま

ん
じ
ゅ
う
な
ど
、
村
の
商
品
を
販

売
、
ま
た
研
修
の
な
か
で
撮
影
し

た
写
真
を
使
っ
て
、
研
修
生
が
考

え
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
入
れ
て

構
成
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
製

し
、
山
江
村
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
山
江
村
の
魅
力
に
ハ

マ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、「
自

然
の
中
で
働
く
と
、
お
い
し
い
ご

は
ん
が
さ
ら
に
お
い
し
い
！
」「
地

域
の
絆
が
強
く
、
そ
の
関
係
の
な

か
で
働
く
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
ま

し
た
」
と
田
舎
で
働
く
こ
と
に
感

激
し
た
様
子
で
し
た
。

　

こ
の
受
入
に
関
わ
っ
た
村
の
方

は
「
初
め
は
ま
じ
め
に
働
い
て

く
れ
る
の
か
心
配
し
て
い
た
が
、

思
っ
た
以
上
に
働
い
て
く
れ
て
助

か
っ
た
。」
と
感
慨
深
げ
で
し
た
。

　

収
録
さ
れ
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
に
つ
い
て

は
、
や
ま
え
村
民
テ
レ
ビ
に
近
日

中
に
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
研
修
を
受
け
て
、
交
流
を

行
い
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
（
仮
称
）」
の
設
立
と
、

協
議
会
に
よ
る
山
江
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
組
立
と
交
流
の
受
入
が
課
題
と

し
て
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

都
市
か
ら
の
研
修
生
を
働
き
手
と
し
て
１
週
間
受
け
入
れ

山
江
村
「
田
舎
で
働
き
隊
！
」
実
施
！
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４
月
１
日
付
け
で
山
江
村
副
村

長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
役
場
か

ら
徒
歩
で
５
分
の
場
所
で
、
鳥
の

声
と
と
も
に
朝
の
清
々
し
さ
を
満

喫
し
な
が
ら
こ
こ
山
江
村
の
素
晴

ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。

　

３
月
末
ま
で
熊
本
県
庁
で
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
。
熊
本
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
や
熊
本
空
港
の
国
際
化
の

仕
事
を
は
じ
め
、
球
磨
地
域
振
興

局
で
の
地
域
づ
く
り
や
産
業
振
興

の
仕
事
、
県
外
の
企
業
を
熊
本
に

誘
致
す
る
仕
事
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
。

　

山
江
村
で
は
、「
人

が
魅
力
、
自
然
が
魅

力
、
元
気
が
魅
力
」
と
称
す
る
第

５
次
の
総
合
進
行
計
画
が
今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
内
山
村
長
を

中
心
に
し
た
九
州
山
江
村
創
造
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
元
気
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
夢
の

あ
る
地
域
に
就
職
で
き
た
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
ま
た
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
。微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
方
と
共
に
山
江
村
の
発
展
の

た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

鳥
の
声
と
と
も
に

山
江
村
副
村
長
　
小
野
上
典
明

新 入 職 員 紹 介

山浦　一美（やまうら　かずみ）
年　齢：２９歳　出身地：錦町
所属課：健康福祉課 地域包括支援センター係
抱　負：精一杯頑張りますのでよろしくお願いします。

中村　祐樹（なかむら　ゆうき）
年　齢：２６歳　出身地：山江村（寺ノ下）
所属課：健康福祉課 福祉係
抱　負：村民の皆様のため一生懸命頑張ります。

福川　綾香
（ふくがわ　あやか）
年　齢 : ２２歳
出身地 : 山江村 ( 永シ切 )
所属課：税務課 税務係
抱　負：笑顔あふれる村づくりに
貢献したいです。

　

山
江
村
政
発
展
の
た
め
ご
尽
力
賜
り
ま
し

た
４
名
の
方
が
平
成
21
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

◎
岩
山　

正
義

◎
横
山　

武

◎
横
谷　

巡

◎
稲
冨　

久
美
子

左から岩山さん、横山さん、横谷さん、稲留さん
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◎
総
務
課
長（
教
育
課
長
）

山
口　

美
敏

◎
税
務
課
長

　
　（
税
務
課
税
務
係
主
幹
）

　
　
　
　
　

  
蕨
野　

 

正
信

◎
健
康
福
祉
課
長

　
　（
産
業
情
報
課
長
）

　
　
　
　
　
　

豊
永　

高
希

◎
産
業
情
報
課
長

　
　（
総
務
課
企
画
調
整
係
主
幹
）

　
　
　
　
　
　

北
田　

愛
介

◎
会
計
管
理
者

　
　（
健
康
福
祉
課
福
祉
係
主
幹
）

　
　
　
　
　
　

中
山　

久
男

◎
教
育
課
長（
税
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　

髙
田　

良
介

◎
税
務
課
税
務
係
主
幹

　
　
（
産
業
情
報
課
農
政
係
主
幹
）

　
　
　
　
　
　

中
村　

龍
喜

◎
産
業
情
報
課
農
政
係
主
幹

　
　
（
税
務
課
徴
収
担
当
主
幹
）

　
　
　
　
　
　

久
保
山　

哲
至

◎
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
主
幹

　
　
（
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
長
）

　
　
　
　
　
　

角
畑　

千
穂
子

◎
建
設
課
建
設
係
主
幹

　
　（
建
設
課
建
設
係
長
）

　
　
　
　
　
　

福
山　

浩

◎
建
設
課
上
下
水
道
係
主
幹

　
　
（
建
設
課
上
下
水
道
係
長
）

　
　
　
　
　
　

白
川　

俊
博

◎
健
康
福
祉
課
福
祉
係
長

　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
長
）

　
　
　
　
　
　

新
山　

孝
博

◎
総
務
課
企
画
調
整
係
長

　
　
（
総
務
課
企
画
調
整
係
主
査
）

　
　
　
　
　
　

松
尾　

充
章

◎
会
計
室
会
計
係
長

　
　（
会
計
室
会
計
係
主
査
）

　
　
　
　
　
　

迫
田　

教
文

◎
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
主
査

　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
主
事
）

　
　
　
　
　
　

今
村　

禎
志

◎
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
主
査

　
　
（
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
主
事
）

　
　
　
　
　

村　

隆
幸

◎
総
務
課
企
画
調
整
係
主
事

（
派
遣
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
Ｇ
Ｔ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
　
　
　
　
　

髙
橋　

忍

◎
税
務
課
税
務
係
主
事

　
　
（
産
業
情
報
課
林
政
係
主
事
）

　
　
　
　
　
　

東　

俊
介

◎
産
業
情
報
課
林
政
係
主
事

　
　（
税
務
課
地
籍
係
主
事
）

　
　
　
　
　
　

尾
方　

義
和

◎
産
業
情
報
課
企
画
情
報
セ
ン

タ
ー
係
主
事

　
　
（
税
務
課
税
務
係
主
事
）

　
　
　
　
　
　

有
瀬　

慎
也

人
事
異
動
　
　（　
　

）内
は
旧
所
属

―
自
衛
官
募
集

相
談
員
委
嘱
式
―

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式

が
、
２
月
９
日
の
午
後
２
時
か
ら

球
磨
地
域
振
興
局
大
会
議
室
で
行

わ
れ
、
管
内
各
市
町
村
長
を
は
じ

め
、
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

副
本
部
長
及
び
関
係
者
な
ど
約
30

名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
昭
和

41
年
に
設
立
、
同
53
年
に
中
学
校

単
位
で
配
置
さ
れ
お
り
、
自
衛
隊

志
願
者
へ
の
情
報
提
供
、
地
方
連

絡
部
や
市
町
村
が
行
う
自
衛
官
募

集
広
報
に
支
援
を
頂
い
て
い
る
方

で
す
。

　

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
田
村

紘
世
さ
ん
が
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

自
衛
官
一
般
幹
部
候
補
生
募
集

幹
部
自
衛
官
採
用
試
験

　
（
一
般
・
技
術
・
歯
科
・
薬
剤
）

◆
応
募
資
格

一
般
・
技
術　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

（
22
歳
未
満
の
者
は
大
学
卒
及
び
見
込
み

を
含
む
）

修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満

歯
科　

歯
科
は
、
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

（
専
門
の
大
学
卒
及
び
見
込
み
を
含
む
）

薬
剤　

薬
剤
科
は
、20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

（
薬
学
修
士
学
位
取
得
者
は
、
28
歳
未
満
）

※
詳
し
く
は
人
吉
地
域
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い

◆
受
付
期
間

平
成
21
年
４
月
１
日（
水
）～
平
成
21
年
５
月

12
日（
火
）

※
締
切
日
必
着

◆
試
験
期
日

１
次　

平
成
21
年
５
月
16
日（
土
）筆
記
試
験

１
次　

平
成
21
年
５
月
17
日（
日
）筆
記
式
操

縦
適
性
検
査

※
17
日（
日
）は
、飛
行
要
員
希
望
者
の
み

◆
試
験
場
所

　

１
次　

受
付
時
に
ご
連
絡
致
し
ま
す

◆
問
合
せ

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

人
吉
地
域
事
務
所

　
（
℡
０
９
６
６-

２
２-

４
７
０
４
）

※
県
外
在
住
の
方
で
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、

人
吉
地
域
事
務
所
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
衛
官
一
般
曹
候
補
生
募
集

自
衛
官
一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験

◆
応
募
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
（
但
し
今
回
の
採

用
試
験
は
高
校
生
を
除
く
）

◆
受
付
期
間

平
成
21
年
４
月
１
日（
水
）～
平
成
21
年
５
月

12
日（
火
）

　

※
締
切
日
必
着

◆
試
験
期
日

１
次　

平
成
21
年
５
月
23
日（
土
）

・
筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
・
英
語
）択
一
式

・
適
性
検
査

・
作
文

◆
試
験
場
所

　

１
次　

受
付
時
に
ご
連
絡
致
し
ま
す

◆
問
合
せ

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

人
吉
地
域
事
務
所

　
（
℡
０
９
６
６-

２
２-

４
７
０
４
）

※
県
外
在
住
の
方
で
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、

人
吉
地
域
事
務
所
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　平成 21 年度より固定資産税の第２期の納
期が８月から７月へ変更になります。
　納付書の送付
は７月になりま
すので、お間違
いのないようお
願い致します。

【 問い合せ先 】
山江村役場　税務課　℡　0966-23-5692

『 固定資産税
　納期の変更について 』
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生
前
の
地
方
自
治
に
対
す
る
功

労
を
称
え
、１
月
19
日
に
死
去
し

た
前
山
江
村
長
の
久
保
田
曻
氏
が

内
閣
府
よ
り
叙
勲
を
受
け
、旭
日

単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

久
保
田
氏
は
平
成
６
年
８
月
に

山
江
村
長
に
初
当
選
以
来
、２
期

８
年
に
わ
た
り
村
政
発
展
に
努
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

叙
勲
の
伝
達
は
、妻
の
令
子
さ

ん
に
勲
記
と
勲
章
が
贈
呈
さ
れ
、

「
故
人
も
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
」と
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　都市住民との交流促進により地域の活性化を図るため、
今年３月に大川内に交流広場を整備しました。
公園には遊歩道、東屋、ベンチ、トイレなどがあり、涼を感
じながら仲間同士で大自然を満喫できる施設となってい
ます。
　また、清流万江川にも親水することができるように階段

を設置しています。近
くにはキャンプ場も存
在するため、清流万江
川とともに大自然の中
で心を癒されることで
しょう。
　是非ご家族等お誘い
のうえお越し下さい。

故
久
保
田
前
山
江
村
長
に
叙
勲

夏場の涼には最適
大川内交流広場が完成

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
う
れ
し
い
！
」

春
休
み
子
ど
も
英
会
話
教
室

燃やすわけにはいきません

　

３
月
26
日（
木
）・
27
日（
金
）の

２
日
に
渡
り
、村
内
小
学
生
を
対

象
と
し
た「
春
休
み
子
ど
も
英
会

話
教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
今
回
は
、

34
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、Ａ
Ｌ
Ｔ（
ブ
ル
ー
ス

先
生
と
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
先
生
）と
山

田
地
区
を
散
策
し
な
が
ら
、英
単

語
を
勉
強
し
ま
し
た
。初
め
は
恥

ず
か
し
そ
う
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち

も
除
々
に
雰
囲
気
に
慣
れ
、「
ｗ
ｈ

ａ
ｔ　

ｉ
ｓ　

ｔ
ｈ
ｉ
ｓ（
こ
れ
何

で
す
か
？
）」な
ど
、自
分
か
ら
進

ん
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
単
語
を
聞
く
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。散
策
後
は
杉
松

豊
子
さ
ん（
歴
史
民
俗
資
料
館
勤

務
）に
、歴
史
民
俗
資
料
館
で
山
江

の
歴
史
を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た

り
、昔
遊
び
を
体
験
し
た
り
と
、活

動
を
通
し
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
た
ち

と
子
供
た
ち
の
言
葉
の
壁
を
越
え

た
楽
し
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
二
日
目
は
、一
日
目
と
は

違
い
、み
ん
な
で
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、日
本
と
ア
メ
リ
カ
、ド
イ
ツ
の

文
化
の
違
い
な
ど
を
学
ん
だ
り
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
書
き
方
や
自

分
の
名
前
を
英
語
で
書
く
な
ど
、

机
上
で
の
学
習
を
体
験
し
ま
し

た
。今
回
の
英
会
話
教
室
に
参
加

し
た
子
供
た
ち
に
は
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の

先
生
た
ち
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り

の
手
作
り
メ
ダ
ル
を
一
人
ず
つ
首

に
か
け
て
も
ら
い
、子
ど
も
た
ち

か
ら
は
、２
日
間
頑
張
っ
た
達
成

感
と
う
れ
し
さ
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

て
い
ま
し
た
。終
了
後
は
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
か
ら「
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。」「
自
分
の
名
前
が
書

け
た
よ
。」「
単
語
を
覚
え
た
よ
。」

な
ど
の
声
も
あ
り
、Ａ
Ｌ
Ｔ
と
子

供
た
ち
の
す
ば
ら
し
い
文
化
交
流

の
２
日
間
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　平成２１年２月２２日（日）、文化財防火デーにちなんで、山江村で唯一、建造物とし
て国指定重要文化財に指定されている、山田大王神社の火災訓練を実施しました。
　参加したのは、山江村消防団第２分団、大王神社総代、教育委員会の総勢２５名。
　神社の境内に設けられた放水銃２機と、隣接する消化栓１機からの一斉放水を行
い、有事の際に備えました。

山田大王神社防火訓練実施！！

鳥のささやき、川のせせらぎに癒されます

子供達の真剣な勉学風景
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こんにちは！内山ですこんにちは！内山です ～村長からのひとこと～～村長からのひとこと～

 水源の森ボランティア !
　3 月 8 日（日）はやまえ水源の森づくりボランティアの植樹・間伐活動が
開催されました。山田小学校、万江小学校のみどりの少年団を始め、県立南
稜高校の生徒の皆さん、西日本高速道路の職員関係者の皆さん等々 200 名を
超える方々の参加の中で盛大に終了しました。
　「森は水を作り、その水は川となり大地を潤し、川は海へ流れ豊かな海を
育み、海の水は水蒸気となり雲を作り、雲は山へ水をもたらす。」まさに循
環です。この循環が壊れると、自然界のどこかにひずみを起こし人間の暮ら
しに大きな影響を及ぼします。
　植樹の場所は、山江サービスエリアからも見える元学校林の 1.5 ｈ a に、
ケヤキ 600 本、山もみじ 600 本の合計 1200 本を植樹しました。昨年は、同
じ場所にケヤキ、山もみじ、山桜、イチョウを合計 800 本植樹していますので、
数年後には、四季折々に桜、紅葉で高速道路を行きかう人々の目を楽しませ
てくれると思います。（わき見運転はいけませ
んが…。）また、立派な森となり、その役割を
果たしてくれると考えます。

　地球温暖化が叫ばれている中にあり、山林面積が９０％弱の山江村でも
森林が荒れてきているのが目に付きます。植樹したり、間伐により健全な
森を作りながら、二酸化炭素を吸って酸素を吐き出す森林の役割を考える
ことが体感できる素晴らしき事業だったと思います。作業後の昼食、イノ
シシの汁とおにぎりも格別でした。参加された皆さんご苦労さまでした。

　※記事の内容は平成 21 年 3 月 9 日付けの「村長ブログ」より引用しております。
　　村長ブログ URL  http://sonchou.vill.yamae.jp/

お気軽にご相談下さい
特設人権相談所・行政相談所開設のお知らせ

　山江村福祉保健センターにおいて、特設人権相談所・行政相談
所を開設します。
　家庭や近隣とのトラブル・相続問題・いじめ・差別などについ
ての困りごとや心配ごとは、法務局職員と人権擁護委員が相談
に応じます。又行政に関する苦情や意見要望などについては、行
政相談委員が相談に応じます。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。

期　日　　６月１日（月）
時　間　　午前１０時～午後３時まで
場　所　　山江村福祉保健センター「健康の駅」

　なお、熊本地方法務局人吉支局と山江村の人権擁護委員・行政
相談委員宅では休日を除き、毎日相談に応じています。

・熊本地方法務局人吉支局
　人吉市土手町３６番地１（人吉総合病院前）
　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　２２－３３９３
（人権擁護委員）
　・山田井出口　　　勝本　フミカ　TEL　２３－３５３９
　・万江城内　　　　中村　智代正　TEL　２２－４９６８
（行政相談委員）
　・山田味園　　　　稲留　定則　　TEL　２３－４９７４
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山江村ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）事業について（第１回）
　山江村では、地上デジタル放送への対応やテレビ難視聴地域の解消、インターネット環境の整備をはじめとす
る「情報通信基盤整備」の準備をすすめていますが、平成２１年度より事業（工事）を開始することとなりました。
　前号（２月号）でも特集記事を掲載していましたが、今号より、より具体的に村民の皆様に整備の概要等につい
てお知らせしていきます。
　この事業により、村民の皆様の生活向上と山江村の更なる発展が期待できます。ご理解とご協力をよろしくお
願いします。

　～　ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）とは　～
　テレビは自宅の屋根やベランダに取り付けたアンテナでテレビの電波を受信するのが基本ですが、ケーブルテ
レビは従来の電波と違い、放送センターからケーブル（簡単にいうと『線』のことです。）でご家庭一軒一軒に直
接映像や音声を送り届けるシステムです。
　昔、山江村にもあった「有線放送」のテレビ版です。
　ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）では、放送センターと各家庭を、この『線』で直接つないでテレビ放送や告知放送な
どを行いますので、きれいな画面で視聴することができます。

　《イメージ図》

　～　これまでの村民各位への説明会等　～
　①　「出前むらやくば」での説明・・・９～１０月　　　　　④　「広報やまえ」へ特集記事の掲載・・・２月
　②　村内全戸へのチラシの配布・・・３回　　　　　　　　⑤　地区常会での説明・・・４区、７区
　③　「情報化に関するアンケート」の実施・・・１０月
などを行っています。
　また、③のアンケートについては、このケーブルテレビ事業に

件 ％
加入したい ２２６ ３６．３
便利なら加入したい １９６ ３１．５
加入しない ５２ ８．３
わからない １４９ ２３．９

計 ６２３ １００．０
　　　　　　　　　　　　 ※　項目に印のあったもののみ

　約７割の方が加入してみたいという結果がでています。また、「加入しない」「わからない」と回答された方、アン
ケートを提出されなかった方についても加入促進を進めていきます。

　～　今後の予定　～
　村民の皆様には、まだまだ説明不足のところもありますので、４月下旬より「地区説明会」を開催します。日程等
につきましては、区長を通じチラシを配布いたしますので、是非、ご参加ください。

問い合わせ先　　総務課企画調整係　電話：２３－３１１１

ケーブル（線）
※　放送センターと各家庭を、直接『線』（ケーブル）でつなぎ、テレビ放送や告知放送を行います。
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インターネットTV「やまえ村民てれび」
検索　http://ystv.vill.yamae.lg.jp/

「やまえ村民てれび」は、「マロンてれび」の協力によりVTRの取材・収録・編集を行っています。みなさんの世界へ向けて発信したい情報、お
待ちしております。

山江村を全世界に動画で発信するインターネットTV番組｢やまえ村民てれび｣
その中でお伝えしている内容の一部を掲載します。

３月配信内容　マロンてれび３月号

～ ～～ ～

お問い合わせ　やまえ村民てれび管理者　山江村役場産業情報課企画情報センター係　℡0966-23-3112

山江に飛猿がやってきた
TVの旅番組の取材で水戸黄門
の飛猿こと野村将希さんが来村。

立正大学からのお客様
山江村の情報発信を活かした地域づくり
の調査に大学の教授が来村されました。

みんなでCATVを考えよう
第１回の情報化推進委員会議
の模様をお伝えします。

球磨弁講座
毎回お送りしている球磨弁講座。
今回は「いっだん･よこりゃ」です。

4月配信予定…　・田舎で働き隊・CM「田舎のおいしいごはん」・CM「民泊先での一日」・CM「やまえの宝」

山
江
村
出
身
者
の
全
国
的
な
交
流
会

第
６
区
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
ロ
ー
ド

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
! !

丸
岡
会
全
国
大
会
開
催

　

熊
本
県
や
福
岡
県
、関
東
、関
西
、中
部
東
海

地
区
の
山
江
村
出
身
者
で
構
成
さ
れ
る「
丸
岡

会
全
国
大
会
」が
、平
成
21
年
２
月
22
日（
日
）

大
阪
市
で
開
催
さ
れ
、ふ
る
さ
と
山
江
村
へ
の

深
い
思
い
を
語
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

現
在
５
地
区
の
丸
岡
会
々
員
は
１
，０
０
０

名
を
越
え
、今
回
の
大
会
に
は
約
２
２
０
名

（
山
江
村
か
ら
40
名
）の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、発
起
人
を
代
表
し
て
関
西
丸
岡
会

の
柘
本
会
長
が
、相
互
扶
助
の
目
的
で
最
初
は

丸
岡
会
を
立
ち
上
げ
た
。今
後
と
も
村
出
身
者

が
お
互
い
に
助
け
合
う
気
持
ち
を
も
っ
て
組

織
の
発
展
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
、と
挨
拶
。そ
の

後
内
山
村
長
、田
村
議
会
議
長
、恩
師
の
立
野

先
生
、中
務
先
生
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

熊
本
丸
岡
会
の
田
村
会
長
の
音
頭
で
乾
杯

し
、山
江
音
頭
を
全
員
で
踊
り
、ま
た
山
江
村

の
特
産
品
の
販
売
、抽
選
会
も
行
わ
れ
、山
江

村
一
色
の
一
日
を
全
員
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

各
丸
岡
会
の
会
長
は
次
の
方
で
す
。

熊
本
丸
岡
会（
田
村
多
利
会
長
）

関
東
地
区
丸
岡
会（
東　

七
郎
会
長
）

関
西
丸
岡
会（
柘
本
幸
人
会
長
）

中
部
東
海
丸
岡
会（
平
石
吉
人
会
長
）

福
岡
丸
岡
会（
吉
無
田
春
男
会
長
）

平
成
21
年
３
月
８
日（
日
）、第
６
区
各
家
庭
か

ら
総
勢
50
名
以
上
が
山
田
川
堤
防
沿
い
に
終

結
し
、日
向
瀬
橋
か
ら
古
賀
橋
手
前
ま
で
の
お

よ
そ
１
㎞
の
区
間
で
彼
岸
花
の
球
根
の
植
付

け
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
山
江
村
が
地
域
お
こ
し
の
一
環
と

し
て
独
自
に
行
っ
て
い
る「
山
江
村
学
び
の
里

事
業
」の
採
択
を
う
け
行
っ
た
も
の
で
、当
地

区
で
は
輝
く
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、味
園

天
神
堂
を
中
心
に
地
域
興
し
を
計
画
し
、進
め

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て「
山
田
川
堤
防
沿
い
を
彼

岸
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
！
」と
い
う
発
想

か
ら
、今
回
の
彼
岸
花
植
付
け
作
業
を
地
域
全

世
帯
に
呼
び
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
毎
年
少
し
ず
つ
彼
岸
花
の
球
根
を

植
え
付
け
、夢
の
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
ロ
ー
ド

を
完
成
さ
せ
、第
６
区
の
名
所
の
１
つ
と
し
て

確
立
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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　公的年金の支払いを受けている方の個人住民税を公的年金から天引き
する制度です。

　平成 21 年 10 月に支払われる年金から実施されます。

　当該年度の初日（４月１日）に年金を受給している６５歳以上の方
　ただし、次の（１）～（３）に該当する方は対象になりません。
　　（１）公的年金の年額が１８万円未満の方
　　（２）山江村の介護保険料が年金から引かれていない方
　　（３）特別徴収の対象となる個人住民税額と他の特別徴収される額（※注）の合計額が老齢基礎年金
　　　　　等の年額を超える方
※注　特別徴収される額とは下記の４つになります。
　　☆所得税　　☆介護保険料　　☆国民健康保険税　　☆後期高齢者医療保険料

　公的年金に係る所得に対する所得割額と均等割額です。
　公的年金以外の所得に対する税額については普通徴収（納付書又は口座振替）となります。
　（年金所得とそれ以外の所得がある方は天引きと納付書等の徴収という納付方法となります。）

　例えば、もし年金に係る税額が 12,000 円だったら、以下の徴収（納付）となります。
★年金特別徴収１年目（平成 21 年度）

徴収の方法 普通徴収
（納付書で自分で納付） 特別徴収（年金から天引き）

年金支給月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

税　　額 年額の４分の１ 年額の４分の１ 年額の６分の１ 年額の６分の１ 年額の６分の１
３，０００円 ３，０００円 ２，０００円 ２，０００円 ２，０００円

○６月、８月に年税額の４分の１ずつを普通徴収（納付書又は口座振替）します。
○10月、12月、２月の支給分の年金から年税額の６分の１ずつを特別徴収します。

★年金特徴２年目以降（平成 22 年度以降）
徴収の方法 特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）
年金支給月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

税　　額
前年度２月分と

同額
前年度２月分と

同額
前年度２月分と

同額

年税額から仮徴
収分を差引いた
額の３分の１

年税額から仮徴
収分を差引いた
額の３分の１

年税額から仮徴
収分を差引いた
額の３分の１

２，０００円 ２，０００円 ２，０００円 ２，０００円 ２，０００円 ２，０００円
○４月、６月、８月は前年度(21年度)２月に特別徴収された金額と同額をそれぞれ特別徴収します。（仮徴収）
○10月、12月、２月は年税額から仮徴収分を差引いた額の３分の１の金額をそれぞれ特別徴収します。（本徴収）

（１）　平成21年度（20年分）の課税所得が年金所得のみの場合、住民税は特別徴収（年金天引き）による納付と
なります。なお、21年度は特別徴収導入年度となりますので、６、８月の２期分は普通徴収で納付してい
ただき、10月以降は特別徴収に切り替わります。

（２）　平成21年度(20年分)の課税所得が年金所得の他に給与、農業などの所得がある場合、年金の所得に対する
住民税は特別徴収（年金天引き）となり、その他の所得（給与、農業など）の住民税は普通徴収（納付書ま
たは口座振替）による納付となります。

　平成 20 年４月の税制改正により、今まで納付書や口座振替で納付していただいていた、公的年金に
係る個人住民税を平成 21 年 10 月支給分の年金からあらかじめいただく特別徴収制度が始まります。

個人住民税の公的年金からの特別徴収制度が始まります。

特別徴収とはどんな制度ですか？

いつからその制度が始まるのですか？

何が天引きされるのですか？

どういう方法でするのですか？

どのような人が特別徴収の対象になるのですか？

特別徴収開始年度と２年目以降とでは徴収の方法が若干変わります。

お問い合わせ　山江村役場　税務課　℡　0966-23-5692
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お問い合わせ　山江村役場　総務課　℡　23-3111

「
懐
か
し
の
一
日
中
学
生
体
験
教
室
」

平
成
20
年
度
第
５
回
高
齢
者
学
級

定額給付金の手続きが始まりました

人
吉
球
磨
地
域

木
造
住
宅
コ
ン
ク
ー
ル

犬
童
重
義
さ
ん
が

最
優
秀
賞
受
賞
！

　

３
月
17
日（
火
）、平
成
20
年
度

山
江
村
高
齢
者
学
級
を
締
め
く
く

る
行
事
と
し
て
、山
江
中
学
校
で

学
生
気
分
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う

と「
懐
か
し
の
一
日
中
学
生
体
験

教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
高
齢
者
学
級
に
は
約
80

名
の
参
加
が
あ
り
、現
在
の
中
学

生
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ま
ず
最
初
に
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
の
登
校
の
安
全
性
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
為
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
乗
り
中
学
校
ま
で
登
校

し
ま
し
た
。

　

学
校
到
着
後
、１
限
目
を
道
徳
の

時
間
と
し
、本
村
で
撮
影
が
あ
っ
た

「
北
辰
斜
め
に
さ
す
と
こ
ろ
」の
映

画
鑑
賞
を
し
ま
し
た
。

　

次
の
２
限
目
で
は
、本
村
の
Ａ
Ｌ

Ｔ（
ブ
ル
ー
ス
先
生
と
ス
テ
フ
ァ
ニ

ー
先
生
）に
よ
る
外
国
語
の
授
業
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。Ａ
Ｌ

Ｔ
の
先
生
達
に
名
前
の
書
き
方
を

教
わ
っ
た
り
、歌
を
一
緒
に
歌
っ
た

り
と
普
段
使
わ
な
い
外
国
語
に
触

れ
、楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
限
目
は
食
育
指
導
の
時
間
と

し
て
、生
徒
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら

給
食
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
学
生
時

代
は
弁
当
を
持
っ
て
学
校
に
行
か

れ
て
い
た
世
代
の
方
々
で
、今
回
の

給
食
体
験
で
は
専
用
の
調
理
室
を

持
つ
学
校
な
ら
で
は
の
、温
か
い
給

食
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、「
給
食
を
初
め
て
食
べ
ま
し

た
。と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。」

と
喜
ば
れ
、食
育
の
重
要
性
も
学
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
お
忙
し
い
中
、こ
の
よ
う

な
計
画
に
ご
協
力
頂
い
た
中
学
校

を
は
じ
め
、多
く
の
方
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　平成 21 年 2 月 1 日に住所登録のあった自治体（市区町村）から、定額給付金の受取ができます。
本村においては、3 月中旬に全世帯に申請書を郵送しており、申請の受付は平成 21 年 9 月 16 日までとなってお
ります。
　給付金を受け取るためには、申請していただく必要がありますので、申請がお済でない方は、申請書を郵送又は
役場総務課窓口へ直接ご提出下さい。

※給付までの流れ
山江村役場 世帯主

①申請書の郵送（３月中旬）

④申請書の受付・審査

⑤交付決定、給付金支払
（世帯全員分を世帯主に支払）

②申請書の受領
　
③申請書の提出（郵送又は役場窓口）

⑥給付金の受取(口座振込又は窓口給付)

　

２
月
に
行
わ
れ
た
第
４
回
人
吉
球
磨
地

域
木
造
住
宅
コ
ン
ク
ー
ル
で
、山
田
味
園

の
犬
童
重
義
さ
ん
宅
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

重
義
さ
ん
の
長
男
、重
幸
さ
ん
が
経
営

さ
れ
る
犬
童
電
気
株
式
会
社
の
設
計
、施

工
で
、窓
枠
に
も
木
を
使
用
す
る
な
ど
木

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
あ
り
、特
に
地
域

の
木
材
を
使
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
建
築

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

表
彰
式
は
３
月
６
日
に
球
磨
地
域
振
興
局

で
行
わ
れ
、
重
義
さ
ん
、
重
幸
さ
ん
に
杉
板

で
作
ら
れ
た
表
彰
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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　後期高齢者医療制度では、入院したときの食事
代は、１食分として定められた額を支払います。
自己負担額は次のとおりです。
　手続き方法についてなど、くわしくは健康福祉
課保健衛生係（２４－１７００）へお問い合わせ
ください。

現役並み所得者 260円
一般 260円

低所得者Ⅱ※
90日までの入院 210円
過去12か月で90日を越える入院 160円

低所得者Ⅰ※ 100円

※低所得Ⅰ、Ⅱに該当する方は、「限度額適用・標
準負担額減額認定証」が必要です。病院の窓口
で認定証を提示すると、限度額までの負担とな
ります。（認定申請をしていない場合は、「一般」
が適用されます。）

自動車税についてのお知らせ

下水道係よりのお願い
　日頃より、農業集落排水の推進にご協力いただきましてありがとうございます。さて最近下水道に、流して
はいけないものが混入しポンプ等の故障が頻繁に起きています。タオル等の布製品や固形物又は廃油を流され
ますと石鹸のように廃油が固まり、ポンプに引っかかってしまいます。修理に費用や時間を費やし皆様に迷惑
をかけてしまいますので、誤って流してしまわないようご注意ください。

高齢者医療シリーズ ⑸
○入院したとき　その２ 【自動車税の納付は６月１日までに】

　自動車税の納税通知書を５月１日付けでお送りします。納
期限の６月１日（月）までに、最寄りの金融機関やコンビニエ
ンスストア、各地域振興局税務課、熊本県税事務所、自動車税
事務所で納めていただきますようお願いします。
　また、御自宅のパソコン等を利用して、クレジットカード

（VISA、Master）による納付も出来ますので是非ご活用下さ
い。（Yahoo公金支払い：http://koukin.yahoo.co.jp/）
【環境への配慮から自動車税の税額が増減されます】
　環境への配慮から、排気ガスや燃費性能が優れた環境負荷
の小さい自動車（新車）は登録の翌年度の自動車税が軽減さ
れ、一定年数を経過した環境負荷の大きい自動車は自動車税
が加算されます。
＊平成21年度に自動車税が加算（約10％）される自動車
　・ガソリン・LPG車　平成８年３月31日以前の初度登録のもの
　・ディーゼル車　平成10年３月31日以前の初度登録のもの
【お問い合わせ先】
　熊本県球磨地域振興局　税務課
　　電話　　　　０９６６－２４－５７９３
　　ＦＡＸ　　　０９６６－２４－７７９８
　　電子メール  kusouzeimu@pref.kumamoto.lg.jp
※４月は軽自動車税の納期でもありますので、納期限（４月30

日）までにお納め頂きますようよろしくお願い致します。

最近、油の塊がポンプ内に増えてきてい
ます。 何故！？　携帯が詰まってました！
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２
０
０
９
年
の
幕
開
け
と
と
も

に
山
江
栗
の
枝
に
は
生
産
者
の
手

で
鋸
が
入
れ
ら
れ
、
今
年
の
収
穫

に
向
け
て
新
芽
が
芽
吹
き
始
め
ま

し
た
。

　

栗
の
低
樹
高
栽
培
と
高
品
質
の

栗
生
産
を
行
う
為
に
剪
定
は
、
と

て
も
重
要
な
作
業
で
す
。
し
か
し

専
門
知
識
と
技
術
が
必
要
な
た

め
、
村
で
は
栗
技
術
指
導
員
制
度

を
設
け
て
お
り
、
今
年
も
栗
技
術

指
導
員
７
名
が
申
請
の
あ
っ
た
18

件
の
栗
園
の
剪
定
を
１
月
～
３
月

に
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

２
年
続
け
て
剪
定
を
行
う
と
枝

の
勢
い
が
良
く
な
り
、
大
き
く
て

質
の
良
い
栗
の
収
穫
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
２
年
間
の
継
続
し

た
剪
定
を
是
非
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

２
０
０
９
年
の
幕
開
け
と
と
も

に
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機
器
が
追

加
さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ

ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍

庫
、
洗
濯
機
に
加
え
、
液
晶
テ
レ

ビ
、
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、
衣
類
乾

燥
機
が
加
わ
り
ま
す
。

　

家
電
は
も
う
捨
て
る
の
で
は
な

く
生
か
す
時
代
で
す
。
次
の
製
品

づ
く
り
に
有
効
利
用
さ
れ
る
な

ど
、
使
い
終
わ
っ
た
あ
と
の
役
割

だ
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い

ま
す
か
ら
、
い
ら
な
く
な
っ
た
ら

是
非
リ
サ
イ
ク
ル
を
お
願
い
し
ま

す
。

栗
の
剪
定
に
つ
い
て

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機
器
の
追
加
に
つ
い
て

　３月８日、山田登尾村有林で「やまえ水源の森づくり」植
樹・間伐ボランティアを行いました。村内緑の少年団、南
稜高校、西日本高速道路（株）（NEXCO西日本）などから約
200名のボランティアが参加し、植樹や間伐など緑の森づ
くりに汗を流しました。
　当日は雨が心配されましたが活動中は雨も上がり、現地
で内山村長はじめ４名の方が主催者挨拶、来賓挨拶、安全
上の注意をし、各現場へ10分程度山に登った後、分かれて
作業を開始。
　植樹体験では、モミジ600本、ケヤキ600本を丁寧に植栽
していました。山の地面は穴を掘るのが大変で、石や木の
根をよけて掘るのに苦労していたようです。間伐体験では
林研クラブの指導の下、のこぎりやチェーンソーを使い慎
重に切り倒していました。使い方に慣れていない様子で思
うように切れず、悪戦苦闘していました。
　作業終了後は農村環境改善センターに移動し、スタッフ
が作ったおにぎりと、猪汁を食べ、中には何杯もおかわり
する生徒もいました。
　緑を育むことは水や空気を育むこと。万江川水源の森推
進協議会では、今後も下刈り、間伐、植樹など緑を守る活動
を行う予定です。これからの地球環境のために皆様の協力
をお願いします。

　山江村制施行120周年を記念し、３月１日ビーチボールバレー大会（山
江村体育館）、３月７日グラウンドゴルフ大会（山田小学校）が実行委員主
催、山江村後援で行われました。
　ビーチボールバレー大会には、15チーム93名が参加し、男女混合チー
ムのAパート、60歳以上及び女性多数チームからなるBパートの２パー
トで試合が行われ、コートの内外から元気な声が上がっていました。
　グラウンドゴルフ大会には59名が参加。８グループに分けてのスター
トで、８ホール×２回のトータル打数で順位が決定されました。村内でも
高齢者の方々を中心に定着してきたニュースポーツということもあり、
和気あいあいの中試合が進み、ひとつの事故も無く大会を終えることが
できました。
　両大会ともに、スポーツを通して健康増進と村民相互の親睦を図るこ
とができる素晴らしい記念大会になりました。
　参加者の皆様、また実行委員としてご尽力いただいた方々、大変お疲れ
様でした。
　主な結果は以下のとおりです。

《ビーチボールバレー》
　Ａパート　１位 はんにゃ　２位 SKB　Aチーム　３位 山江保育園
　Ｂパート　１位 あけぼの　２位 東浦　３位 SKB　Bチーム
　特別賞　男子 田山　志呂さん（73歳）　女子 桐木カツ子さん（73歳）

《グラウンドゴルフ》
　１位 松岡幸子さん 34打　２位 上村一郎さん 34打　３位 内田良種さん 35打
　最打賞 豊永照巳さん　ホールインワン賞 25名

未来につなげよう山江の緑
「やまえ水源の森づくり」植樹・間伐ボランティア

120周年を記念しスポーツで村民のふれあい

平
成
21
年
春
季
行
政
相
談
週
間

平
成
21
年
５
月
18（
月
）～
24
日（
日
）

　

平
成
21
年
５
月
18（
月
）か
ら
24

日（
日
）ま
で
、春
季
行
政
相
談
強

調
週
間
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ

ま
す
。行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

ご
意
見
、お
悩
み
、お
困
り
の
こ
と

な
ど
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。相

談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

・
行
政
相
談
員

　

稲
留 

定
則 

氏

　
　

℡
２
３
︱
４
９
７
４

・
行
政
相
談
委
員
と
は

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
行
政
相
談
委
員
が
、皆
さ
ん

か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

意
見
や
要
望
、苦
情
、行
政
の
仕

組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相
談

等
を
受
け
付
け
、そ
の
解
決
の

た
め
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対

す
る
通
知
等
の
仕
事
を
無
報
酬

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、本
村
の
行
政
相
談
委

員
で
あ
る
稲
留
定
則
氏
に
つ
い

て
は
、前
年
に
引
続
き
平
成
21

年
４
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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介護保険制度シリーズ（55）
平成21年4月から介護保険料が変わります！
　平成21年度から平成23年度までの３年間の介護保険料が以下のように変わりました。

段　階 対　象　者 平成18年から平成20年度（年額） 平成21年度から平成23年度（年額）

１段階
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が

住民税非課税
・生活保護の受給者

２７，０００円
（基準額×０．５）

２６，７００円
（基準額×０．５）

２段階
世帯全員が住民税非課税で前年の
合計所得金額＋課税年金収入額が
８０万円以下

２７，０００円
（基準額×０．５）

２６，７００円
（基準額×０．５）

３段階 世帯全員が住民税非課税であって、
第２段階以外

４０，５００円
（基準額×０．７５）

４０，０５０円
（基準額×０．７５）

４段階
（基準額）

本人が住民税非課税
（世帯に課税の人がいる）

５４，０００円
（基準額×１．０）

５３，４００円
（基準額×１．０）

５段階 本人が住民税課税で前年の合計所得
金額が２００万円未満

６７，５００円
（基準額×１．２５）

６０，７５０円
（基準額×１．２５）

６段階 本人が住民税課税で前年の合計所得
金額が２００万円以上

８１，０００円
（基準額×１．５）

８０，１００円
（基準額×１．５）

 変更理由
　介護人材の確保・介護従事者の処遇改善に向け、介護報酬の改定が行われました。それに伴う介護保険料の
上昇分を抑制するための財政措置として、国から交付金（介護従事者処遇改善臨時特例交付金）が交付され、
それに伴い基準額の月額が５０円引き下げられたためです。

※介護保険について疑問や不安に思うことがありましたら、健康福祉課介護保険係までお気軽にご相談くだ
さい！　　　健康福祉課　２３－３９７８

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

「
お
い
し
い
相
良
藩
、食
べ
き
り
運
動
」・
・
推
進
中
！

　

平
成
19
年
度
に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

へ
の
可
燃
ご
み
の
持
込
量
は
２
１
，１
６
８
ｔ
、

こ
の
う
ち
食
品
類
の
残
飯（
厨
芥
類
）は
年
間

６
７
０
ｔ
で
全
可
燃
ご
み
の
３
．１
６
％
の
混
入

率
と
な
っ
て
お
り
、農
林
水
産
省
の
食
品
ロ
ス

（
食
べ
残
し
）統
計
調
査
に
よ
る
と
、一
人
一
日
当

た
り
の
食
品
使
用
量
は
１
．１
２
２
グ
ラ
ム
、ロ

ス
量
は
４
１
．６
グ
ラ
ム
、ロ
ス
率
と
し
て
は
３
．

７
％
で
、ほ
ぼ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
に
搬
入
さ
れ
る

厨
芥
類
の
混
入
率
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
外
食
産
業
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
量
の
割

合
は
、①
結
婚
披
露
宴（
２
２
．５
％
）、②
宴
会

（
１
５
．２
％
）、宿
泊
施
設（
１
３
．０
％
）、食
堂・

レ
ス
ト
ラ
ン（
３
．１
％
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
さ
れ
た
も
の
は「
お
い
し
く
食
し
て
残
さ
な

い
！
」「
も
っ
た
い
な
い
！
」を
実
践
し
、宴
会
等

に
お
い
て
は
、量
が
多
い
と
き
は
食
べ
ら
れ
る
人

に
分
け
た
り
、食
中
毒
の
危
険
の
な
い
料
理
は
折

り
詰
め
に
入
れ
持
ち
帰
る
等
し
て
・・・
住
民
一

人
ひ
と
り
が
、お
い
し
い
相
良
藩
、食
べ
き
り
運

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、併
せ
て
、生
ゴ
ミ
の「
水

切
り（
必
ず
最
後
に
ひ
と
し
ぼ
り
）」の
励
行
に
つ

い
て
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

　ごみ出しは、可燃ごみ・不燃ごみ・資源ご
みの15種類でお願いいたしておりますが、
未だに分別ができてない、ごみ収集場があ
ります。ビン類、アルミ缶、スチール缶は、
それぞれ資源ごみとして出して下さい。ま
た、カセットボンベはガス抜き（穴あけ）を
して、不燃物の袋に入れ出して下さい。
　クリーンプラザへの搬入後、スムーズな
処理ができるようみなさまのご協力をよ
ろしくお願い致します。

球磨郡歯科医師会休日歯科診療
オンコールシステムについて

　年末年始の１日とゴールデンウイーク
の１日を歯科医院が休日診療するシステ
ムです。
　突発的な外傷や耐えられない痛み、前歯
が取れた、入れ歯が壊れて食事ができない
などの救急の患者さんに対応します。
　救急患者から依頼があった時に30分以
内に対応できるように待機しているとい
うシステムです。（常時歯科医院を開いて
いません）休日診療担当医名も当日の電話
の時以外はお知らせしません。
　今回は以下のとおりです
期日　平成21年5月4日㈪
　　　午前10 時から午後4時まで
連絡先　球磨郡公立多良木病院
　　　　☎0966–42–2560
担当歯科医
　球磨郡歯科医師会会員の１歯科医院
利用方法
　　上記連絡先に連絡して指示された病
　院で診てもらいます。

ごみ出しルールについて

平成21年度の国民年金保険料は月額１４,６６０円です。
　平成 21 年４月から平成 22 年３月の国民年金保険料の月額は、年金制度の
安定した運営を図るため、月 250 円引き上げられ 14,660 円になります。

★平成 21 年度保険料額（年間）　175,920 円（14,600 円× 12 ヶ月）
口座振替 現金納付

定額納付
（１年） １７２，２３０円 １７２，８００円

定額納付
（半年） ８６，９６０円 ８７，２５０円

定額納付
（早割） １４，６１０円 ━

4分の3
納付 半額納付 4分の1

納付
月額 １１，０００円 ７，３３０円 ３，６７０円

半年前納 ６５，４６０円 ４３，６２０円 ２１，８４０円
3月～6月

前納 ４３，６００円 ２９，０６０円 １４，５４０円

7月～3月
前納 ９７，７２０円 ６５，１２０円 ３２，６００円
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【ゴールデンウィーク明けが要注意！】
　４月に新生活がスタートして１ヵ月が経つと連休を迎えます。その連休が
明けた頃からなんとなくだるさを感じたり、やる気が起きなくなったり、仕
事への関心がうすくなったりといった症状が起こる場合があります。これが
一般に五月病と呼ばれるものです。五月病は一過性のケースが多いのですが、
中には出社拒否や不登校などにつながるケースもあります。

【五月病の原因はストレス】
　人によっては、気持ちの鬱状態だけでなく、喘息や睡眠障害、食欲不振、
めまい、頭痛などの症状も伴います。五月病の原因は、ストレスにあるとい
われています。一口にストレスといっても、その原因がはっきりした場合も
ありますが、通常は日常の些細な出来事が積み重なって起きるようです。

【五月病にはストレス解消が一番の治療】
　ストレスが原因なのですから、解決策としてはストレスを解消する、発散

することでしょう。ゆっくりお風呂に入る、友人とおしゃべりをする、スポ
ーツをする、映画を見るなどの気晴らしもいいでしょう。また、アロマテラ
ピーを利用してリラックスアロマであるラベンダーなどの香りを楽しむとい
う方法も。

【五月病に隠れた病気にも注意が必要】
　ストレスだけでなく、実際の体調にも気をつけましょう。特に一人暮らし
をスタートさせた人は自炊が面倒で食生活が乱れたり、外食で栄養が偏りが
ちになったりします。精神的なことももちろんですが、体が発するＳＯＳ信
号にも耳を傾けて下さい。体調がすぐれず、気持ちも落ち込んでいるので五
月病と自己判断していた人が、病院に行ったところ、実は肝炎だったという
ケースもあります。 いずれにしても思い当たる病気がなく、症状が長引く
ようなら、心療内科などの専門医を受診することも大切です。抗うつ剤の投
与や、カウンセリングで症状の改善がはかれます。

新生活のストレスが引き起こす、五月病

５歳児歯科検診（平成 21年 2月 17 日実施）
　緒方　佑至　( 秀和 )　　　9 区
　樫山　裕正　( 順治 )　　　4 区
　川辺　千聖　( 英輔 )　　　4 区
　清永蒼一朗　( 弘文 )　　　8 区
　迫田晴瑠香　( 教文 )　　　2 区
　千代島祐輔　( 浩二 )　　　2 区
　中村　健大　( 信行 )　　 13 区
　中村　優汰　( 潤 )　　　　9 区

　今回むし歯があったお子さん
は治療をして次の歯科検診では
名前が載るようにしましょう。

２歳児歯科検診（平成 21年 3月 17日実施）
　有田　心愛　( 慎也 )　　　 11 区
　一川　奈々　( 香奈 )　　　　3 区
　岩﨑　遵也　( 和也 )　　　　4 区
　落合ここみ　( 広樹 )　　　　4 区
　川瀬　優和　( 光一 )　　　 13 区
　木下　結愛　( 亮 )　　　　　8 区
　嶽森　遥斗　( 昇 )　　　　　5 区
　告本　花菜　( 陽章 )　　　　2 区
　原先　藍良　( 慎二 )　　　　9 区
　福島　妃菜　( 清伸 )　　　 14 区
　村内　俊一　( 金四郎 )　　　8 区
　村田　雪乃　( 芳博 )　　　 10 区

　（敬称略・あいうえお順）

歯科検診で虫歯のなかったお友達
　子どもさんの歯科検診の結果治療しなければならないむし歯がな
かったお子さんです。（治療中の人を除く）歯みがき ､ 仕上げ磨き、
おやつの工夫など親子で頑張りました。

地域包括支援センターでは、
次のような活動を行っています。

１．転倒予防教室
　６５歳以上の特定高齢者に対し、毎週火曜日の午後より
福祉保健センター「健康の駅」においてリハビリ訓練等（作
業療法士の指導）を行っています。必要な場合は送迎も行
っています。

２．にこにこ栄養教室（低栄養予防）
　おおむね６０歳以上の方を対象とし、山田地区、万江地
区において、４月から１２月まで毎月１回開催しています。
山田地区は農村環境改善センター、万江地区は自然休養村
管理センターで行っています。参加者を随時募集します。
参加希望の方はご連絡ください。

※地域包括支援センターでは、高齢者の皆様が住み慣れた地
域で安心して生活ができるよう支援していきます。

　いつでもお気軽にご相談ください。
〈　連絡先　〉
　山江村地域包括支援センター

　担当：山浦・蕨野・迫田　電話：２３－２２３２

地域包括支援センターたより合
氣
道
生
徒
募
集
！

　

護
身
術
、
体
力
づ
く
り
に
最
適
！

毎
週
月
・
水
・
金
の
夜
８
時
に
山
江
村
武
道
館

等
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

ご
見
学
大
歓
迎
！

お
問
い
合
わ
せ
（
場
所
・
会
費
）

　

轟
合
気
道　

代
表　

大
柿
朗
大

　

℡
０
９
６
６-

２
４-

４
７
５
５

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
21
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入

受
付
が
３
月
か
ら
開
始
！

　

万
一
の
ケ
ガ
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

団
体
活
動
を
行
う
５
名
以
上
の
方
々
で
御
加

入
で
き
ま
す
。

　

団
体
で
活
動
中
お
よ
び
団
体
活
動
へ
の
往
復

中
の
事
故
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
の
内
容
は
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・

共
済
見
舞
金
が
あ
り
ま
す
。

　

掛
金
は
子
供
が
６
０
０
円
か
ら
、
大
人
に
つ

い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
下
記
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

<

問
合
せ
先>

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

　

℡
０
９
６
（
２
１
３
）
９
０
１
５

熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
の
電
話

番
号
変
更
の
ご
案
内

　

熊
本
県
球
磨
総
合
庁
舎
で
は
、
庁
舎
内
の
電

話
シ
ス
テ
ム
を
３
月
16
日
（
月
）
か
ら
代
表
電

話
方
式
か
ら
直
通
電
話
方
式
に
移
行
し
ま
す
。

　

お
問
合
せ
先
等
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
総

務
振
興
課（
０
９
６
６-

２
２-

３
１
０
７
）に
、

ま
た
、災
害
な
ど
の
緊
急
な
場
合
は（
０
９
６
６

-

２
４-

４
１
１
１
）
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
人
吉
保
健
所
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

代
表
番
（
０
９
６
６-

２
２-
３
１
０
７
）
に

お
か
け
く
だ
さ
い
。
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information

☀
「
え
ほ
ん
の
お
は
な
し
会
」
開
催
!!
☀

　

４
月
23
日
～
５
月
12
日
は
『
子
ど
も
の
読
書

週
間
』
で
す
。
山
江
村
で
は
、
子
ど
も
の
読
書

週
間
に
ち
な
ん
で
４
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時

よ
り
歴
史
民
俗
資
料
館
図
書
室
に
て
、
毎
年
恒

例
の
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
お
ひ
さ
ま
」
に

よ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃

忙
し
く
て
な
か
な
か
子

供
と
の
時
間
を
過
ご
す

こ
と
の
で
き
な
い
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
是

非
お
い
で
下
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ハートブックデイ
毎週月曜日は

心広がる読書の日
ひとときを

読書で
過ごしましょう。

　

去
る
二
月
一
日
～
三
月
十
五
日
の
間
「
や
ま

え
の
ひ
な
ま
つ
り
と
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
沢
山
の
方
々
に
ご
来
館
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
ま
た
新

た
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、三
月
十
七
日
～
四
月
十
五
日
に
は「
串

山
し
ず
こ
押
し
花
作
品
展
」を
開
催
し
ま
し
た
。

押
し
花
と
い
う
よ
り
「
絵
画
」
を
見
て
い
る
感

じ
さ
え
す
る
素
晴
ら
し
い
作
品
展
で
し
た
。
四

月
四
日
に
行
っ
た
押
し
花
体
験
教
室
も
好
評
で

参
加
者
た
ち
は
、
し
お
り
や
コ
ー
ス
タ
ー
、
ノ

ー
ト
な
ど
を
楽
し
く
作
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
資
料
館
で
は
「
エ
ッ
セ
イ
と
色
鉛
筆

画
展
＆
端
午
の
節
句
」
を
開
催
中
で
す
。

　

今
で
も
エ
ッ
セ
イ
と
色
鉛
筆
画
を
書
き
続
け

ら
れ
て
い
る
小
濱
ト
シ
エ
さ
ん
（
85
歳
）
に
よ

る
「
エ
ッ
セ
イ
と
色
鉛
筆
画
展
」
は
、
人
生
の

道
し
る
べ
と
し
て
若
い
世
代
か
ら
同
世
代
ま
で

共
感
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
な
作
品
展
で
す
。

　

他
に
も
、
ひ
な
祭
り
に
続
い
て
端
午
の
節
句

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
健
や
か
な
男
児
の
成

長
を
祝
う
、
節
句
の
展
示
も
見
も
の
で
す
。
是

非
ご
来
館
下
さ
い
。

　　

皆
様
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

開
館
時
間　

朝
９
時
～
夕
方
５
時

　
　

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
・
祝
祭
日

山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
便
り

図書室だより
山江村歴史民俗資料館図書室
開館時間：朝 9：00 ～夕方 5：00
休　館　日：祝日・年末年始

す
こ
や
か
子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

　

平
成
21
年
４
月
１
日
よ
り
子
ど
も
の
疾
病
の

早
期
発
見
を
促
進
し
、
健
康
の
保
持
及
び
子
育

て
支
援
を
図
る
た
め
、
医
療
費
助
成
の
対
象
を

拡
大
し
、「
す
こ
や
か
子
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
対
象
は
、
満
12
歳
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
者
（
小
学

６
年
生
ま
で
）
と
な
り
、
小
学
６
年
生
ま
で
医

療
費
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
電
話
２
４-

１
７
０
０
）

山
江
村
文
化
協
会
会
員
募
集
中
！

　

只
今
、
山
江
村
文
化
協
会
に
は
13
の
団
体
が

所
属
し
て
い
ま
す
。
趣
味
を
通
し
た
く
さ
ん
の

人
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
？

●
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
部（
創
作
ダ
ン
ス
）

●
淑
久
会
（
日
本
舞
踊
）
●
曙
会
（
日
本
舞
踊
）

●
三
味
線
部
●
英
会
話
部
●
書
道
部
●
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
部
●
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
部
●

歴
史
探
訪
サ
ー
ク
ル
部
●
陶
芸
部
●
お
ひ
さ
ま

（
読
み
聞
か
せ
）
●
写
真
部
●
柳
川
て
ま
り

　

皆
さ
ま
の
お
問
い
合
わ
せ
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

山
江
村
教
育
委
員
会
内

　

山
江
村
文
化
協
会
事
務
局

　

電
話:

２
３
―
３
６
０
４

小
型
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業

補
助
金
交
付
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
に
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
さ
れ
る
方
で
補
助
金
を
要
望
さ
れ
る
方
は
役

場
健
康
福
祉
課
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
設
置
を
平
成
22
年
３
月
末
ま
で

に
終
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
地
域　

農
業
集
落
排
水
事
業
区
域
外

補
助
対
象
者　

山
江
村
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
に
定
め
る
者

申
込
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
（
添
付
書
類
あ

り
）、
住
宅
の
延
べ
床
面
積
の
分
か
る
図
面

補
助
制
度
の
内
容

　

区
分　

５
人
槽
・
７
人
槽

　

補
助
金
額　

５
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

６
０
０
，
０
０
０
円

　

補
助
対
象
基
数　

３
基
以
内

問
い
合
せ
先

　

山
江
村
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係

　
（
２
４-

１
７
０
０
）

※
人
槽
は
５
人
家
族
だ
か
ら
５
人
槽
と
い
う
の

で
な
く
、
住
宅
の
延
べ
床
面
積
か
ら
何
人
槽

に
な
る
か
を
算
定
し
ま
す
。

食
中
毒
予
防
に
つ
い
て

　

食
中
毒
は
、
料
理
屋
さ
ん
や
旅
館
だ
け
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

実
は
、
一
番
多
く
発
生
し
て
い
る
の
は
、
家

庭
で
の
食
事
の
時
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

食
中
毒
は
、
以
前
は
夏
場
に
集
中
し
て
発
生
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
１
年
を
通
し
て

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
食
中
毒
を
予
防
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

《
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
》

１
．
肉
・
魚
・
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
は
新
鮮

な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

２
．
食
べ
物
を
保
存
す
る
時
は
、
冷
蔵
庫
は
10

℃
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
が

目
安
で
す
。

３
．
料
理
を
始
め
る
前
に
、
ま
ず
は
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

４
．
包
丁
や
ま
な
板
は
、
肉
や
魚
を
切
っ
た
後

に
一
度
熱
湯
で
洗
い
ま
し
ょ
う
。

５
．
調
理
前
、
調
理
後
の
食
品
は
室
内
に
長
く

放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
Ｏ
１
５
７
は
室
温
だ
と
15
～
20
分
で
2
倍

に
増
え
ま
す
。）

※
食
中
毒
の
三
原
則
は
、
食
中
毒
菌
を
「
付
け

な
い
、
増
や
さ
な
い
、
殺
す
」
で
す
。

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
行
い
、
家

庭
か
ら
食
中
毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
し
て
い
ま
す

　

最
近
、
役
場
や
病
院
な
ど
で
目
に
さ
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
山
江
村
社
会
福
協
議

会
の
窓
口
に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
大
切
な
機
器
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
役
割
や
使
用
方
法
を
村
民
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
21
年
度
も
講

習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
開
催
す
る
時
期

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
そ
の
際
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　

山
江
村
社
会
福
祉
協
議
会　

担
当
：
米
田
・
石
原

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
８-

３
５
５
６
・
２
４-

１
５
０
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２-

７
７
２
２

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
こ
ん
な
と
き
は
役
場
健
康
福
祉
課
に
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。（
印
鑑
が
必
要
で
す
）

◆
国
保
に
加
入
す
る
と
き

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き
（
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
）

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

・
進
学
す
る
が
山
江
村
国
保
に
そ
の
ま
ま
加

入
す
る
場
合
（
在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
）

◆
国
保
を
や
め
る
と
き

　

・
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
へ
加
入
し
た
と
き
（
職

場
の
健
康
保
険
証
が
必
要
で
す
）

　

・
国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

◆
そ
の
他

・
住
所
、
世
帯
主
、
氏
名
な
ど
が
変
わ
っ
た

と
き

・
保
険
証
を
な
く
し
た
り
、
汚
れ
て
使
え
な

く
な
っ
た
と
き

・
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
た
と
き
（
年

金
証
書
が
必
要
で
す
）

・
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

と
き
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平成21年３月31日現在
（平成 21 年３月 31 日までの受付分）

あかちゃんごたんじょう　　（　）は出生日
　中村　深

み ゆ き

雪　（信行・美紀） 城内 （１／ 30）

　浦野　　慎
しん

　（雅義・麻衣） 寺の下 （２／  3）

　上田　晴
は る と

斗　（正也・望） 永シ切 （２／  4）

　栁瀬　夢
ゆ め

姫　（雄大・香） 永シ切 （２／  6）

　山下　遼
りょうま

真　（忍・三和） 淡島 （２／ 20）

　白竹　萌
め い

愛　（陽一・ひとみ） 神園 （２／ 22）

　川瀬莉
り お な

央奈　（光一・ルミ） 下段 （２／ 25）

ご結婚おめでとう
　宮田　裕孝　（一丸）　　　森下　このみ　（城南町）

おくやみ申し上げます　　　（　）は死亡日
　前田チヨカ　　　（義照）　　　別府 （２／  2）

　福山　日義　　　（カエ子）　　長ヶ峰 （２／ 11）

　久保山ヤエ子　　（初已）　　　東浦 （２／ 18）

　勝本ケサツル　　（勝義）　　　井出口 （２／ 21）

　岡山　　親　　　（スガ子）　　別府 （３／  3）

　山口　敏行　　　（エミ子）　　下払 （３／ 25）

善意ありがとうございました
【香典返し】
　丸山　　泉 久保田令子 前田　義照

　岩山　正臣 西村　洋子 福山　　修

　久保山哲至 勝本　勝義 久保山初已

　山口　信一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　
編
　
集
　
後
　
記

　

つ
い
先
頃
ま
で
肌
寒
い
風
が
吹
い
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
に
入
り
す
っ
か
り
春
ら
し
い

季
節
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

４
月
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。
人
・

職
場
・
団
体
等
、
そ
の
形
態
に
は
い
ろ
ん
な

形
が
あ
り
ま
す
が
、
斯
く
言
う
私
も
今
年
、

そ
の
当
時
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
期
せ
ぬ
異
動
辞
令
に
よ
り
他
の
部
署
へ

異
動
し
ま
し
た
。
名
残
り
惜
し
い
よ
う
な
、

後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
気
持
ち
も
確
か
に
あ
り

ま
す
が
、
し
か
し
ま
た
、
不
安
な
気
持
ち
を

抱
き
つ
つ
も
、
更
に
自
分
を
磨
く
た
め
に
新

天
地
で
や
っ
て
や
る
！
と
い
う
根
拠
の
な
い

自
信
と
や
る
気
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
空
回
り

し
な
け
れ
ば
よ
い
が
‥
と
、
改
め
て
身
を
引

き
締
め
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

内
容
は
違
っ
て
も
、
私
と
同
じ
よ
う
な
気

持
ち
を
多
く
の
方
が
抱
い
て
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

今
日
は
入
学
式
。
今
日
も
ま
た
、
い
た
る

所
で
た
く
さ
ん
の
子
供
達
が
出
会
い
を
繰
り

返
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
ぁ　

そ
ん
な
事
を

考
え
な
が
ら
、
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
ま
す
。

英会話

Chestnut（栗）のYamame（やまめ）と

ブルース先生

～ブルース先生のワンポイントレッスン～

今回は、つつじ祭りの会話です

＊何かが来ている様子を「・・・is coming」を使って表現します。
よく、映画館に行ったときに予告編で上映まじかの映画紹介で「～がもうすぐき
ます」と言う時に「・・・is coming soon」などと使われていますね。「soon」が「も
うすぐ」という意味です。
みなさんも使ってみてください。

いかがでしたか？ ではまた、次号でお会いしましょう。　See you…

ゲンキですか？春が来ました。ワクワクしますね。

：Wow. Spring is coming!

：Yes, isn’t it great? The Azalea Festival is 　

　also coming soon! 

：Many blossoms will bloom all over the 

　Yamae area.

：I hope that all the azaleas will be bloom in 

　full Azalea Festival.

：Yah, I hope so, too.

（あ～、春だね。）

（そうだね。つつじ祭りももうすぐだよ。）

（山江のどこかしこでもきれいな花が咲くはずさ。）

（つつじ祭りでも花が満開だと良いなあ。）

（そうだね。）

ワオ スプリング

イェス

オールソ

ヤ マ エ

アイ

フル

ヤ ー ホ ー プアイ ソー トゥ

ザッ ジオール アザレアズ

ア ザ レ ア フェスティバル

ウィルビ ー ブ ル ー ム イン

エ リ ア

ホ ー プ

メ ニ ー ブ ロ ッ サ ム ズ ブルームウィル オールオーヴァ ザ

スーン

イット ジグレイト ア ザ レ ア フェスティバルイズン

イズ

イズ

カ ミ ン グ

カ ミ ン グ

＊　　　　に名詞を入れて自分なりの文章を作って練習してみよう！
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人口と世帯
平成21年3月末現在

各課への直通電話がございます。
山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前号との比

総　 務　 課
産業情報課
企画情報センター
税　 務　 課
健康福祉課
会　 計 　室
建　 設　 課
議会事務局
教育委員会
歴史資料館

23-3111
23-3113
23-3112
23-5692
23-3978
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,920人（－18)

　男　　1,850人（－13)

　女　　2,070人（－  5)

世帯数　1,250戸（－  1)

■P４～８　特集～ケーブルテレビについてお答えします！～

■P９～13　村内トピックス

■P14～15　お知らせ
　　　　　　むらの動き

た　　びと　　き

山江村の情報はこちらから 山江村公式ホームページ　http://www.vill.yamae.lg.jp
やまえ村民てれび　         http://ystv.vill.yamae.lg.jp

　一級河川西川内川災害関連事業は、昭和52年

度から抜本的改修に入り、昭和54年までの三カ

年間、延長2,163メートル橋梁架替及び新設五

橋、総事業費346,949千円の巨費を投じ本年度

完工の予定である。

　西川内川というと大雨毎に発生する災害で、村

民の皆様には記憶にあることと思います。

　大雨が降ると、消防団、地権者の方々は、土の

う、クイ、カケヤ番線をもって「スワッー西川内

川」というように、災害というと西川内川の氾濫という程有名であった。

　相当以前から西川内川改修の問題は、地権者をはじめ、村も県及び建設省へ改修の陳情を重ねて参りま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ～記事より抜粋～

春の食材
　春の食材と言えば、筍（たけのこ）もそのひとつで
す。種類は多く、中でも孟宗（もうそう）竹・はちく・
こさん竹などがお馴染みです。硬い部分、柔らかい部分
使いみちは様々で煮しめ・筍ご飯・若竹のお吸い物・味
噌汁・酢味噌和え・天ぷらなどなど筍料理はこの季節が
とても美味しくいただけます。食物繊維が豊富で、便秘
の予防・解消、大腸がんの予防、ｺﾚｽﾃﾛｰﾙの排出にも効
果的だといわれます。たけのこが出回るこの時期に美味
しくいただいて元気な生活を送りましょう。

エネルギー：74kcal 　塩分：１.5ｇ
食物繊維：3.3ｇ １、鍋に茹で筍と出し汁を入れ、火にかけ煮立った

ら酒・さとうを加え弱火で約１０分煮てからみり
ん・薄口醤油・塩を加え約１５分煮る。

２、煮汁が少なくなってきたらかつお節を加え筍に
絡め火を止める。

３、器に盛り付け、木の芽を添える。

4月号2009
NO.226

ＡＰＲＩＬ

やまえ広報第60号（昭和54年5月20日発行）から

西川内川改修着々と
総事業費347百万円
実った用地提供者の理解

たけのこの土佐煮　

★材料（４人分）　分　量
茹でたけのこ　　 ４００ｇ
出　し　汁　　　 ２カップ
酒　　　　　　　 大さじ２
砂　　　糖　　　 大さじ２
み　り　ん　　　 大さじ２
薄 口 醤 油　　　 大さじ２
花 か つ お　　　 小２（１０ｇ）
木　の　芽　　　 少々

田舎で働き隊の一コマ。村内さんの栗園の作業を手伝いました。
詳しい内容は５ページに掲載


